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　令和７年 第２回臨時会が５月20日に開会され、第33代議長に中嶋登議員、
副議長に大日向進也議員が当選し就任しました。このほか、常任委員会委員、
議会運営委員会委員、一部事務組合議員等の選出も行われました。
　町民の代表者、町民の声の代表者として責任感を持って行政の監視機関を
果たし、よりよいまちづくりに尽力していきます。

  

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ

5月臨時会

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、

そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
の

ま
ち
も
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観

の
変
化
、
そ
し
て
多
様
化
す

る
行
政
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
議
会
は「
町

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
」「
政
策

　

こ
の
度
、議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。議
長
を

補
佐
し
円
滑
な
議
会
運
営

を
行
え
る
よ
う
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は「
第
６
次
長
期

総
合
計
画
」に
お
い
て
全
10

ケ
年
の
う
ち
、折
り
返
し
と

な
る
５
年
が
経
過
し
、新
た

に
後
期
の
基
本
計
画
の
策

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

提
言
」「
町
民
の
声
の
反
映
」

と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

信
頼
に
応
え
、
町
政
を
支
え

る
確
か
な
議
論
の
場
で
あ
り

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
議
会
改
革
の
機
運

が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
お

り
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定

や
D
X
化
に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
、
さ
ら
に
は
議
員
報

酬
の
見
直
し
な
ど
、
議
会
の

在
り
方
そ
の
も
の
が
問
わ
れ

る
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る

様
々
な
政
策
に
対
し
議
会

と
し
て「
公
平
で
あ
る
か
、

適
正
で
あ
る
か
、効
果
的
で

あ
る
か
」な
ど
議
論
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
あ
る
べ
き

姿
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　
「
町
民
目
線
で
の
是
非

を
問
う
」を
軸
と
し
、
町
に

と
っ
て
の「
益
」、
町
民
に

　

坂
城
町
議
会
の
よ
り
良
い

運
営
と
、
住
民
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
議
員
全
員
で

力
を
合
わ
せ
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
町
政

の
さ
ら
な
る
発
展
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

と
っ
て
の「
益
」、ま
た
目
先

の「
益
」だ
け
で
は
な
く
ど

の
よ
う
な
未
来
を
迎
え
た

い
の
か
を
大
切
に
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
運
営
と

町
政
の
発
展
に
向
け
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

議会構成議会構成 がが 変わ変わ  りましたりました

副
議
長

�

大お

日び

向な
た  

進し
ん

也や

議
　
長

�

中な
か

 じ
ま嶋

　
　  

登の
ぼ
る
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議 　 会 　 構 　 成 　 表
所　　　　　　属 人員 氏　　　　　　　名　　　　　　　◎ 委員長　　◯ 副委員長　

常
任
委
員
会

総 務 産 業 7 ◎ 玉川　清史　　　中嶋　　登　　　朝倉　国勝 　　　塚田　　舞
○ 星　　哲夫　　　滝沢　幸映　　　水出　康成

社 会 文 教 6 ◎ 山城　峻一　　　大日向進也　　　祢津　明子
○ 宮入　健誠　　　大森　茂彦　　　中村　忠靖

議 会 運 営 委 員 会 5 ◎ 中村　忠靖　　　大森　茂彦　　　水出　康成
○ 玉川　清史　　　山城　峻一

特
別
委
員
会

地 域 交 通 網 対 策 7 ◎ 朝倉　国勝　　　山城　峻一　　　星　　哲夫　　　水出　康成
○ 宮入　健誠　　　玉川　清史　　　中村　忠靖

広 報 発 行 対 策 5 ◎ 大日向進也　　　星　　哲夫　　　宮入　健誠
○ 塚田　　舞　　　中村　忠靖

議 会 改 革 等 7 ◎ 塚田　　舞　　　中嶋　　登　　　大森　茂彦　　　山城　峻一
○ 祢津　明子　　　大日向進也　　　朝倉　国勝

坂 城 駅 周 辺 活 性 化 7 ◎ 星　　哲夫　　　大日向進也　　　滝沢　幸映　　　水出　康成
○ 塚田　　舞　　　大森　茂彦　　　玉川　清史

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
等

長 野 広 域 連 合 2 　 中嶋　　登　　　大森　茂彦

上 田 地 域 広 域 連 合 2  　大日向進也　　　中村　忠靖

葛 尾 組 合 4 　 中嶋　　登　　　祢津　明子　　　玉川　清史　　　中村　忠靖

千 曲 衛 生 施 設 組 合 2 　 祢津　明子　　　水出　康成

六 ケ 郷 用 水 組 合 4 　 朝倉　国勝　　　山城　峻一　　　星　　哲夫　　　宮入　健誠

千 曲 坂 城 消 防 組 合 3 　 朝倉　国勝　　　宮入　健誠　　　塚田　　舞

監 査 委 員 1 　 大森　茂彦

農 業 委 員 1 　 宮入　健誠

議会構成議会構成 がが 変わ変わ  りましたりました

令和７年５月 20 日現在

※撮影時、滝沢議員は欠席
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・
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎

課
税
限
度
額
を
66
万
円
に

引
き
上
げ
る

・
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
限
度
額
を
26
万
円
に
引

き
上
げ
る

・
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
に

係
る
軽
減
判
定
所
得
に
つ

い
て
、
対
象
と
な
る
世
帯

の
算
定
に
用
い
る
被
保
険

者
等
の
数
に
乗
ず
べ
き
金

額
を
、５
割
軽
減
は
30
万

５
千
円
に
、２
割
軽
減
は

56
万
円
に
引
き
上
げ
る

　

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
は
５
月
20
日
に
開
催
し
、
議
会
の

構
成
替
え
の
ほ
か
、町
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
の
一
部
改
正
、令

和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
を

承
認
し
ま
し
た
。 5

月
臨
時
会

個
人
町
民
税

・
給
与
所
得
控
除
を
65
万
円

に
引
き
上
げ
る

・
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
子

等
の
合
計
所
得
が
95
万
円

を
超
え
た
場
合
に
、
親
等

が
段
階
的
に
一
定
額
の
控

除
が
受
け
ら
れ
る
特
定
親

族
特
別
控
除
を
創
設

・
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶

養
親
族
の
前
年
の
合
計
所

得
金
額
要
件
を
58
万
円
以

下
に
引
き
上
げ
る

・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い

て
、
子
育
て
世
帯
等
に
お

け
る
借
入
限
度
額
に
一
定

の
上
乗
せ
措
置
を
講
ず
る

制
度
を
１
年
延
長
す
る

固
定
資
産
税

・
新
築
の
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢

者
向
け
賃
貸
住
宅
に
係
る

軽
減
措
置
を
２
年
延
長
す

る
軽
自
動
車
税

・
二
輪
車
の
車
両
区
分
に
つ

い
て
、
新
基
準
原
付
バ
イ

ク
の
軽
自
動
車
税
種
別
割

の
税
率
を
、
年
額
２
千
円

と
定
め
る

町
た
ば
こ
税

・
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税

方
式
の
見
直
し
を
行
い
、

紙
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

も
の
で
巻
い
た
加
熱
式
た

ば
こ
0
・
35
ｇ
を
も
っ
て

紙
巻
た
ば
こ
１
本
に
換
算

し
、
そ
れ
以
外
の
加
熱
式

た
ば
こ
0
・
2
ｇ
を
も
っ

て
紙
巻
た
ば
こ
１
本
に
換

算
す
る

税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）

専
決
処
分
を
承
認

条 

例 

改 

正

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

令和６年度一般会計補正予算（第９号）（主なもの）

  歳出
・保健福祉等複合施設整備基金への積立金　　3億4,000万円
・森林づくり基金への積立金　　　　　　　　　　  93万円

　

地
方
譲
与
税
、配
当
割
交
付

金
や
特
別
交
付
税
の
確
定
、ま

た 

町
民
税
の
最
終
見
込
み
等

に
よ
り
、１
億
１
５
９
７
万
円

を
増
額
し
、総
額
が
77
億
４
７

０
３
万
円
と
な
っ
た
。

◆
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）
保
険
給
付
費
等
減
額

に
伴
い
、１
億
１
６
５
６
万
円

を
減
額
し
、総
額
が
12
億
２
４

４
７
万
円
と
な
っ
た
。

◆
令
和
６
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）
保
険
給
付
費
等
減
額
に

伴
い
、５
４
８
５
万
円
を
減
額

し
、総
額
が
13
億
５
９
６
２
万

円
と
な
っ
た
。

◆
令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）保
険
料
の
確
定
等

に
よ
り
、
65
万
円
を
減
額
し
、

総
額
が
２
億
８
５
３
３
万
円

と
な
っ
た
。

専
決
処
分
と
は
？

　

議
会
の
議
決
す
べ
き
条
例

や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
「
特

に
緊
急
を
要
す
る
た
め
、
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場

合
」
な
ど
に
お
い
て
、
町
長

が
議
会
に
代
わ
っ
て
意
思
決

定
す
る
こ
と
。

　

専
決
処
分
を
し
た
場
合

は
、
次
の
議
会
で
報
告
し
、

承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
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令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
は
、６
月
９
日
か
ら
20
日
ま
で
の

12
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。議
案
の
主
な
も
の
は
、教
育

委
員
の
人
事
案
件
、条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
の
ほ
か
、町
か

ら
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
8
人
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
た
だ
し
ま

し
た
。

６
月
定
例
会

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　
「
番
号
利
用
法
」の
改
正
に

伴
い
用
語
を
定
義
す
る
項
番

号
が
変
更
さ
れ
、町
の
関
係
す

る
条
例
に
つ
い
て
必
要
な
改

正
を
行
う
。

◆
坂
城
町
温
泉
施
設
条
例
の

一
部
改
正

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
な

ど
の
価
格
高
騰
及
び
人
件
費

の
増
加
が
町
温
泉
施
設
の
運

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
た
め
、指
定
管
理
者
が
町

長
の
承
認
を
得
て
定
め
る
利

用
料
の
上
限
額
に
つ
い
て
、

「
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
」の
１

回
券
、
回
数
券
、
特
別
利
用
券

の
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
る
。

教
育
委
員
会
委
員
　
小お

熊ぐ
ま

　
奈な

な々  

氏

　

任
期
満
了
に
伴
い
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
：
令
和
７
年
７
月
１
日
か
ら
４
年
間

令和７年度一般会計補正予算（第１号）（第２号）（主なもの）
◆第1号補正額：5,680万円
　歳入
　　・国庫支出金 ２,４３０万円
　　・財政調整基金繰入金 ３,０５７万円
　歳出
　　・定額減税調整給付事業 ２,４１１万円
　　・こども福祉医療費窓口負担無償化に係る経費 ６８４万円
　　・新型コロナウイルス予防接種に係る経費 １,０１４万円
　　・道路維持工事費 ３３０万円
　　・小型動力ポンプ更新等、消防施設に係る経費 ２４３万円
　
◆第２号補正額：７７１万円
　歳入
　　・財政調整基金繰入金 ７４１万円
　　・町債 ３０万円
　歳出
　　・介護予防施設「ふれあいセンター」ボイラー設備故障に伴う補修工事費 ５９１万円
　　・テレビ機能付カーナビに係るＮＨＫ受信料 １４９万円
　　・消防団軽積載車購入に係る経費 ３０万円

条
例
・
予
算
可
決

条 

例 

改 

正

議会を議会を
傍聴しませんか傍聴しませんか

次回の定例会は、
9月初旬開会の予定です。

事前の申し込みは不要です。
当日議場（役場４階）へお越しください。

会議録は町のホームページまたは
下のQRコードからご覧になれます。

坂城町議会
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　政務活動費は、町政に関する調査研究等に資するために必要な経費の一部として、地方自治法の規定に基
づき条例の定めるところにより交付されるものです。（月額５千円、年額６万円）
　政務活動費の交付を受けた議員は、収支報告書を作成し領収書を添付のうえ、年度終了後、議長に提出し
なければなりません。年間の交付額を上回った場合は、議員の個人負担となり、残金が生じた場合は町に返
還します。
　令和６年度政務活動費の収支報告は、以下のとおりです。

　１ 交付額　　780,000 円（60,000円×13名）
　２ 支　出

 　３ 残　余（返還額）　　4,996 円

政務活動費収支報告

項　目 支 出 額 （円） 備　考
調 査 研 究 費 30,000 調査研修・視察
研　 修　 費 244,860 研修会参加等
広 報・ 広 聴 費 127,634 議員活動の広報
資 料 購 入 費 636,988 参考図書等
合 　 　 　 計 1,039,482

支出額合計は議員から報告のあった支出総額です。
そのうち、政務活動費交付対象額は775,004円です。

第2回臨時会（５月）並びに
第2回定例会（６月）の審議結果

（○は賛成、×は反対）

（議員氏名）

（議案名）
結果

大
日
向
進
也

塚
田　

  

舞

水
出  

康
成

宮
入  

健
誠

中
村  

忠
靖

星　

  

哲
夫

玉
川  

清
史

山
城  

峻
一

祢
津  

明
子

朝
倉  

国
勝

滝
沢  

幸
映

大
森  

茂
彦

中
嶋　

  

登

条 例 改 正 坂城町温泉施設条例の一部を改
正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 欠

席
×
反対
討論

議
長
職

意 見 書
米政策を抜本的に転換し、米を安
定供給することを求める意見書
について

可決 〇 〇
×
反対
討論

〇 〇 〇 〇 〇 × × 欠
席 〇

議
長
職

２ 賛否が分かれた議案

 3  全会一致で否決された議案……なし

【第2回臨時会5月】
（1）専決処分
　① 坂城町税条例の一部改正
　② 坂城町国民健康保険税条例の一部改正
　③ 令和６年度補正予算
　　・一般会計（第９号）
　　・国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
　　・介護保険特別会計補正予算（第５号）
　　・後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
　④ 和解及び損害賠償額の決定

【第2回定例会6月】
（1）条例等
　① 行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律の改正に伴う関係
条例の整理

（2）人事
　① 教育委員会委員の任命　

（3）令和7年度補正予算
　① 一般会計（第１号）　
　② 一般会計（第２号）

１ 全会一致で可決された議案
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質問項目ここが聞きたい!
一般質問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

利用料上限額改定経緯は

安定経営のため見直す

湯
さ
ん
館

問　

温
泉
施
設
条
例
の
利
用

料
上
限
額
改
定
の
議
案
が
提

出
さ
れ
た
が
そ
の
経
緯
は
。

町
長　

び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館

の
運
営
は
、
令
和
元
年
10
月

の
利
用
料
改
定
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料

価
格
の
高
騰
な
ど
と
、
近
年

は
人
件
費
の
上
昇
も
加
わ

り
、
現
行
の
料
金
体
制
で
は

持
続
的
運
営
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
と
坂
城
町
振
興
公
社

か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

安
定
的
な
経
営
と
施
設
の

維
持
管
理
を
図
る
た
め
、
条

例
に
定
め
る「
利
用
料
の
上

限
額
」の
改
正
案
に
つ
い
て

本
会
議
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

問　

新
た
な
利
用
料
の
周
知

方
法
は
。

町
長　

条
例
は
あ
く
ま
で
も

利
用
料
上
限
額
を
定
め
る
も

の
で
あ
り
、
新
た
な
利
用
料

は
指
定
管
理
者
で
あ
る
坂
城

町
振
興
公
社
に
お
い
て
決
定

さ
れ
る
。
湯
さ
ん
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
施
設
内
で
の
掲
示
物
等

に
加
え
、
町
で
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
な
ど
で
周

知
し
て
い
く
。

問　

今
後
、
施
設
利
用
者
を

増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

坂
城
町
振
興
公
社
で

は
、
季
節
や
イ
ベ
ン
ト
に
応

じ
た
新
た
な
企
画
や
情
報
発

信
の
強
化
な
ど
に
よ
り
利
用

促
進
を
目
指
し
、
町
で
も
施

設
の
魅
力
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
一
層
努
め
て
い
く
。

山
やま
城
しろ
　 峻

しゅん
一
いち 議員 ７ページ

① 国道18号バイパス建設について
② びんぐし湯さん館について

中
なか
村
むら
　 忠

ただ
靖
やす 議員 ８ページ

① 住宅の耐震対策について
② 旧家の久保家住宅について

大
おお
森
もり
　 茂

しげ
彦
ひこ 議員 ８ページ

① 誰もが差別を受けないために
② 有機農業の行方は
③ 千曲坂城クラブについて

宮
みや
入
いり
　 健

たけ
誠
し 議員 ９ページ

① 新複合施設建設について
② 高齢者を取り巻く状況について

朝
あさ
倉
くら
　 国

くに
勝
かつ 議員 ９ページ

① 米の需給調整について
② 放置竹林について

水
みず
出
いで
　 康

こう
成
せい 議員 10ページ

① 防犯活動について
② 特色ある教育について

星
ほし
　 哲

てつ
夫
お 議員 10ページ

① 安心・安全の町づくりに向けて

大
お
日
び な た
向　進

しん
也
や 議員 11ページ

① 町道の改良事業について
② 学校、保育現場の給食について

びんぐし湯さん館

山
やましろ

城　峻
しゅんいち

一  議員
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旧久保家住宅

今
後
の
活
用
は

調
査
結
果
を
精
査
検
討

問　
旧
久
保
家
住
宅
の
今
後

の
活
用
方
針
・
考
え
は
。

町
長　

現
在
、
耐
震
診
断
を

含
め
た
詳
細
な
建
物
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
来
年
度
中

に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で

あ
る
。
こ
の
成
果
物
を
も
と

に
、
文
化
財
指
定
を
進
め
つ

つ
、活
用
方
法
を
考
え
た
い
。

　

周
辺
に
は
、
び
ん
ぐ
し
公

園
や
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
な

ど
多
く
の
人
が
集
う
エ
リ

ア
が
あ
り
、
御み

厨く
り

社し
ゃ

古
墳
や

十い
ざ
よ
い
か
ん
げ
つ
で
ん

六
夜
観
月
殿
の
町
指
定
文

化
財
も
あ
る
。
旧
久
保
家
住

宅
の
歴
史
的
建
造
物
と
し

て
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

周
辺
全
体
の
環
境
等
を
考

慮
し
、
今
後
も
よ
り
良
い
も

の
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

住
宅
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て

問　
他
の
自
治
体
で
実
施
し

て
い
る「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」

及
び「
耐
震
ベ
ッ
ド
」
に
つ

い
て
、町
の
評
価
・
考
え
は
。

建
設
課
長　

耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
や
耐
震
ベ
ッ
ド
は
、
地

震
発
生
時
に
身
を
守
る
有
効

手
段
で
は
あ
る
が
、
家
屋
倒

壊
後
の
救
出
に
時
間
を
要
す

る
ケ
ー
ス
や
、
そ
れ
以
外
の

被
災
で
の
安
全
確
保
が
難
し

い
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
。

　

ま
た
、
住
宅
の
倒
壊
を
防

止
し
、生
命
だ
け
で
な
く
、住

居
や
家
財
を
守
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
被
災
後
、
生
活
を

再
建
す
る
こ
と
ま
で
を
考
慮

す
る
と
耐
震
補
強
工
事
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

部落解放の町宣言撤廃を

現段階では考えていない

同
和
問
題

問　

昭
和
35
年
か
ら
33
年

間
実
施
し
て
き
た
国
に
よ
る

同
和
特
別
対
策
事
業
は「
初

期
の
目
的
を
達
成
し
た
と
し

て
、
こ
れ
以
上
の
特
別
対
策

は
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ

ず
、
む
し
ろ
有
害
」と
総
括
。

こ
の
事
業
を
終
了
し
一
般
対

策
に
移
行
し
た
。

　

民
間
運
動
団
体
で
あ
る
部

落
解
放
同
盟
の
補
助
金
１
０

０
万
円
を
や
め
る
べ
き
で

は
。

町
長　
「
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」の

基
本
理
念
に
基
づ
く
活
動
に

対
す
る
支
援
で
あ
り
、
今
後

も
必
要
な
支
援
を
す
る
。

問　
隣
保
館
の
名
称
変
更
は

で
き
な
い
か
。

町
長　

施
設
利
用
者
や
地
域

住
民
な
ど
か
ら
、
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

問　
「
部
落
解
放
の
町
宣
言
」

を
撤
廃
し
、例
え
ば「
誰
も
が

差
別
さ
れ
な
い
町
宣
言
」に

し
て
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
を

続
け
る
こ
と
は
永
久
に
続
け

る
こ
と
に
な
る
。

町
長　
「
部
落
開
放
の
町
宣

言
」は
部
落
差
別
の
根
絶
と

す
べ
て
の
人
が
尊
重
さ
れ
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
く

住
み
よ
い
町
の
実
現
を
目
指

し
、昭
和
50
年「
第
１
回
部
落

解
放
町
民
大
会
」に
お
い
て

こ
の
宣
言
文
が
朗
読
さ
れ
、

満
場
一
致
で
採
択
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

今
も
依
然
と
し
て
部
落
差

別
が
社
会
に
根
強
く
残
っ
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、

現
段
階
で
は
撤
廃
は
考
え
て

い
な
い
。

旧久保家住宅

大
おおもり

森　茂
しげひこ

彦  議員

中
なかむら

村　忠
ただやす

靖  議員

「部落解放の町」宣言のみが、議決となっていない

町の宣言一覧

交通安全都市宣言 昭和37年２月15日
議決宣言

公害防止の町宣言 昭和46年３月23日
議決宣言

部落解放の町宣言 昭和50年１月26日
宣言

非核平和の町宣言 昭和60年９月27日
議決宣言

青色申告と振替納税の
町宣言

昭和62年９月28日
議決宣言

ゆとり宣言 平成２年 ６月20日
議決宣言
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宮
みやいり

入　健
たけ

誠
し

  議員

朝
あさくら

倉　国
くにかつ

勝  議員

需給調整に対する考えは

国の動向を注視していく

米
の
安
定
供
給

問　
近
年
の
異
常
気
象
の
影

響
で
水
稲
栽
培
に
お
い
て
も

高
温
障
害
が
発
生
し
、
令
和

５
年
産
の
米
は
大
幅
に
減
産

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
米

価
の
高
騰
や
供
給
不
足
、
価

格
の
乱
高
下
と
い
っ
た
状
況

が
見
ら
れ
る
。
政
府
は
減
反

政
策
の
見
直
し
を
含
め
対
応

の
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

需
給
調
整
の
廃
止
や
米
価
安

定
に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

町
長　

米
の
需
給
調
整
は
、

「
米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の

安
定
に
関
す
る
基
本
指
針
」

に
基
づ
き
、
国
・
県
・
町
が

足
並
み
を
揃
え
て
進
め
て
い

る
施
策
で
、
過
剰
な
供
給
を

未
然
に
防
ぎ
適
正
量
を
生
産

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
需
給
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
、
米
価
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

国
で
は
米
の
需
給
を
緩
和

さ
せ
る
た
め
備
蓄
米
の
放
出

を
行
い
、
米
価
格
の
引
き
下

げ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
ほ
か
、６
月
に
設
置
さ
れ

た
米
政
策
の
在
り
方
を
議
論

す
る
関
係
閣
僚
会
議
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
米
政
策
の
課
題

の
洗
い
出
し
を
行
う
中
で
、

来
年
夏
に
具
体
的
な
方
向
性

が
集
約
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
在
の
米
不
足
の
状
況
か

ら
国
の
需
給
調
整
制
度
に
つ

い
て
は
、
何
ら
か
の
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
も
変
わ

り
目
の
時
期
に
来
て
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、国
の
動
向
に

つ
い
て
注
意
深
く
見
て
い
く
。

新複合施設
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
用
は

対
象
者
範
囲
や
指
定
を
検
討

問　
災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
活
用
を
考
え
た
経
緯
は
。

町
長　

町
地
域
防
災
計
画
に

お
い
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は

「
救
急
活
動
拠
点
施
設
」、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は「
要
援

護
者
収
容
施
設
」に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
新
複
合
施
設
建

設
後
に
は
こ
の
二
つ
の
施
設

が
統
合
さ
れ
る
。
医
療
や
福

祉
に
係
る
人
的
・
物
的
な
対

応
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る

状
況
に
あ
る
事
か
ら
、
一
般

の
方
を
受
け
入
れ
る
避
難
所

と
は
区
分
し
た
福
祉
避
難
所

と
し
て
の
役
割
が
期
待
で
き

る
。

　

ま
た
、
福
祉
避
難
所
に
つ

い
て
は
、
主
に
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど
要
配

慮
者
の
受
け
入
れ
が
想
定
さ

れ
、
内
閣
府
が
定
め
る
基
準

で
は
要
配
慮
者
の
円
滑
な
利

用
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
、
相
談
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
体

制
の
整
備
や
、
要
配
慮
者
を

滞
在
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

居
室
が
可
能
な
限
り
確
保
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
新

複
合
施
設
に
お
い
て
は
、
耐

震
性
や
耐
火
性
、
耐
久
性
な

ど
施
設
の
安
全
性
は
も
と
よ

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
空
調

も
完
備
し
、
停
電
時
に
備
え

た
非
常
用
発
電
機
を
整
備
す

る
ほ
か
、
水
や
食
料
な
ど
一

定
の
備
蓄
に
つ
い
て
も
考
え

て
参
り
た
い
。

　

今
後
、
具
体
的
な
対
象
者

の
範
囲
や
避
難
所
の
指
定
に

つ
い
て
福
祉
関
係
部
局
や
防

災
担
当
部
局
も
交
え
て
検
討

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

住民説明会
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4人1グループでの授業改善

星
ほし

　哲
てつ

夫
お

  議員

交通安全

防犯カメラ設置促進は

町防犯協会総会で周知

防
犯
活
動

問　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
上
で
、
取
扱
管
理
に
関
す

る
町
の
考
え
は
。

町
長　

犯
罪
抑
止
や
安
心
感

の
向
上
、
ト
ラ
ブ
ル
時
行
動

把
握
な
ど
を
目
的
に「
坂
城

町
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び

運
用
に
関
す
る
要
綱
」に
基

づ
き
、
管
理
上
必
要
箇
所
に

設
置
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
し
な
い
よ
う
十
分
に
配

慮
し
て
い
る
。
今
後
も
新
た

な
施
設
な
ど
必
要
と
考
え
ら

れ
る
箇
所
に
設
置
の
検
討
を

行
う
。

問　
令
和
７
年
度
長
野
県
警

察
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促

進
事
業
に
関
す
る
周
知
に
つ

い
て
町
の
対
応
は
。

住
民
環
境
課
長　

長
野
県
警

察
や
千
曲
警
察
署
に
お
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
周

知
を
行
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
も
今
後
、
開
催
予
定
の
坂

城
町
防
犯
協
会
定
期
総
会
を

通
じ
て
周
知
を
考
え
て
い
る
。

学
び
の
改
革
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

校
に
つ
い
て

問　
本
年
度
よ
り
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
校
指
定
を
受
け
、
取
り

組
み
が
開
始
さ
れ
た
が
期
待

さ
れ
る
成
果
は
。

教
育
長　

４
人
１
グ
ル
ー
プ

で
の
協
働
的
な
学
び
を
軸
と

し
た
学
習
形
態
へ
と
転
換
を

進
め
て
い
る
。
自
己
有
用
感

を
実
感
し
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
こ
と
で
変
化
の
激
し

い
社
会
で
も
、
他
者
と
協
働

し
な
が
ら
し
な
や
か
に
生
き

抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

水
みずいで

出　康
こうせい

成  議員

問　
町
の
防
犯
対
策
は
。

住
民
環
境
課
長　

防
犯
灯
の

設
置
・
維
持
管
理
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
啓
発
活
動

を
実
施
し
、
関
係
団
体
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
ぐ

る
み
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
近
年
増
加
す
る
電

話
で
お
金
詐
欺
へ
の
対
策
と

し
て
、高
齢
者
を
対
象
に「
特

殊
詐
欺
防
止
装
置
取
付
補
助

事
業
」
を
行
い
、
防
犯
意
識

の
向
上
と
啓
発
に
努
め
て
い

る
。

問　

町
の
交
通
安
全
対
策

は
。

町
長　

交
通
安
全
運
動
の
推

進
や
広
報
啓
発
、
交
通
安
全

教
室
の
開
催
な
ど
、
地
域
の

交
通
事
故
防
止
と
安
全
な
交

通
社
会
の
実
現
に
努
め
て
い

る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
自
転
車
や
特
定
小
型
原

付
自
転
車
の
ル
ー
ル
改
正
を

踏
ま
え
、
千
曲
警
察
署
と
協

力
し
、
新
た
な
ル
ー
ル
の
周

知
・
啓
発
活
動
の
検
討
を
進

め
る
。

　

ま
た
、
季
節
ご
と
の
交
通

安
全
運
動
で
は
、
関
係
団
体

と
協
力
し
、
安
全
運
転
の
呼

び
か
け
や
街
頭
啓
発
を
行

い
、事
故
防
止
を
図
る
。合
わ

せ
て
高
齢
者
の
交
通
安
全
意

識
の
向
上
や
免
許
自
主
返
納

制
度
の
周
知
を
行
う
。
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
ハ
ー

ド
整
備
も
進
め
、
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
関
係
機

関
・
地
域
と
連
携
し
、
安
全

で
安
心
な
交
通
環
境
の
整
備

に
努
め
る
。

安全対策
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

環
境
の
整
備
に
努
め
る
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４
月

４・10・16日  広報発行対策特別委員会
18日  議会全員協議会
21日  葛尾組合リサイクルセンター建設工事起工式
23日  町植樹祭
25日  町例月現金出納検査
28日  議会全員協議会

５
月

8日    上田地域広域連合議会代表者会
16日  町土地開発公社理事会
20日  議会運営委員会・議会全員協議会
　　  第２回臨時会
23日  上田地域広域連合議会臨時会
24日  第20回ばら祭り開祭式
26日  町例月現金出納検査
　　  （公財）さかきテクノセンター理事会
30日  議会運営委員会

６
月

1日    町内小学校運動会
4日    町村議会議長会臨時総会
5日    第48回町民まつり実行委員会
9〜20日  ６月議会定例会
9・20・25日  広報発行対策特別委員会
18日  議会全員協議会
　　  総務産業・社会文教常任委員会
20日  議会運営委員会
25日  町例月現金出納検査

議 会 日 誌 （主なもの）

　7月13日㈰に行われた坂城神社祇園祭におい
て、横町区では大獅子の舞を披露した。
　数年前に横町区民有志で保存会を発足し、現在
週一回お囃

はや

子
し

や舞の練習を行っている。
　「お囃子」と「舞」併せての披露は今回の祇園祭
が初となる。
　当日は晴天に恵まれ、多くの区民の皆様に見守
られる中で開催することが出来た。
　今回のお披露目により、歴史ある横町区大獅子
の新たな一歩を刻むことが出来たのではないかと
思う。

（文：大
お

日
び

向
なた

  進
しん

也
や

）

町道事業計画
今
年
度
の
道
路
改
良
事
業
は

拡
幅
と
補
償
修
繕
を
実
施

問　

令
和
7
年
度
に
行
わ

れ
る
工
事
概
要
と
事
業
規
模

は
。

建
設
課
長　

町
道
A
01
号
線

道
路
改
良
工
事
つ
い
て
は
、

金
井
工
区
と
保
地
工
区
の
2

ケ
所
の
道
路
拡
幅
工
事
を
進

め
て
い
る
。
金
井
工
区
は
山

金
井
交
差
点
か
ら
北
へ
約
１

５
０
m
付
近
ま
で
完
成
し
て

い
る
。

　

ま
た
、保
地
工
区
は
、用
地

買
収
を
終
え
た
箇
所
よ
り
順

次
工
事
着
手
予
定
と
な
る
。

　

町
道
A
06
号
線
村
上
工
区

は
、
網
掛
地
区
の
県
道
長
野

上
田
線
交
差
点
か
ら
大
望
橋

方
面
に
向
け
て
約
2
1
0
m

付
近
ま
で
完
成
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
残
り
１
０
０

m
区
間
の
構
造
物
等
の
工

事
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る

が
、周
囲
が
水
田
の
た
め
、農

閑
期
の
工
事
に
限
定
さ
れ
る

こ
と
や
、
国
道
バ
イ
パ
ス
工

事
と
の
工
程
調
整
も
必
要
な

た
め
、
事
業
完
了
ま
で
数
年

か
か
る
見
込
み
。

問　
町
道
A
01
号
線
舗
装
修

繕
事
業
の
内
容
は
。

建
設
課
長　

坂
城
高
校
南
側

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

付
近
か
ら
約
１
１
０
m
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。　

　

一
部
道
路
幅
員
が
狭
い
箇

所
に
つ
い
て
、
地
権
者
の
協

力
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
た

め
、
舗
装
修
繕
工
事
と
合
わ

せ
て
車
道
部
分
の
幅
員
を

7
m
へ
拡
幅
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

舗装修繕予定（御所沢）

大
お

日
び な た

向　進
しん

也
や

  議員

表 紙 の 写 真
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わがまちのアイドル

◎
発

行
/長

野
県

埴
科

郡
坂

城
町

議
会

　
責

任
者

/中
嶋

  登
　

編
集

/広
報

発
行

対
策

特
別

委
員

会
◎

印
刷

/株
式

会
社

シ
ー

デ
ン

ス
TEL（

代
表

）（
0268）82-3111（

直
通

）（
0268）75-6213   FAX（

0268）82-8307
E-m

ail/gikai@
tow

n.sakaki.lg.jp

第８回

発
行
責
任
者

　

議　

長

　
　

中
嶋　
　

登

広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長

　
　

大
日
向
進
也

　

副
委
員
長

　
　

塚
田　
　

舞

　

委　

員

　
　

星　
　

哲
夫

　
　

中
村　

忠
靖

　
　

宮
入　

健
誠

　

５
月
の
臨
時
会
に
て
新
た
な
議
会
編

成
が
行
わ
れ
た
。広
報
発
行
対
策
特
別

委
員
会
も
刷
新
さ
れ
、第
一
刊
の
発
刊

と
な
る
。よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に

一
読
い
た
だ
け
る
も
の
と
し
た
い
。　

　

さ
て
、今
夏
は
６
月
の
時
点
で
当
町

に
お
い
て
も
30
度
を
超
え
る
日
が
観
測

さ
れ
る
な
ど
、厳
し
い
夏
と
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。

　

日
々
の
天
気
予
報
等
で
発
信
さ
れ
る

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」な
ど
を
気

に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、早
め
に
冷
房
を
入
れ
る
な
ど
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
な
対
策
を
行

う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。　
　
　
　

（
大
日
向　

進
也
）

日
　 

和

‖  

坂城の子は坂城で育てる 

‖

坂城町で生まれたお子さんを紹介します。

～名前の由来は～
　まっすぐに逞

たくま

しくスケールの大きな子
に育ってもらいたいという願いを込めて
慎梧と名付けてもらったよ。

～好きな遊びは～
　お父さんとお母さんをハイハイで追い
かけることが大好き。

～好きな離乳食は～
　納豆とお父さん手作りのハンバーグが
ぼくのお気に入りだよ！

～最近できたことは～
　歩けるようになったよ！たくさん歩けるようになったら公園で遊びたいな。

～お気に入りの場所は～
　子育て支援センターは、先生やお友達に会えるし、たくさん遊べて大好き。

～パパママからの一言～
　毎日ニコニコ笑顔で幸せをありがとう！
みんなに優しく、のびのびと大きくなってね。

宮
みやざき

崎  慎
しん

梧
ご

 くん （1才：新地）
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